
2009年 (平成21年 )11月 13日 (金)夕刊 聞新日毎

菅野礼司 さん

原
爆
下
の
対
局
ー
伝
え

る

拝啓オバマ大統領「本因坊戦の史実」

広
島
原
爆
の
爆
風
を
受
け

な
が
ら
続
け
、

「原
爆
下
の

対
局
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「第

３
期
本
因
坊
戦
」
の
史
実
を

伝
え
る
手
紙
を
、
大
阪
市
立

大
名
誉
教
授
の
奮
野
礼
司
さ

ん
（７９
）
と
関
西
模
院
理
事
の

宮
本
直
毅
さ
ん
（７４
）
が
先

月
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
に
送

っ
た
¨

「囲
碁
は
平
和
の
時

代
に
最
も
盛
ん
に
な
る
」
と

い
う
当
時
の
本
因
坊
、
橋
本

宇

太

郎

さ
ん

の
言
葉

を
紹

介
。
囲
碁
を

「陣
地
を
奪
い

合
う
の
で
は
な
く
、
地
を
分

か
ち
合
う
平
和
主
義
の
ゲ
ー

ム
」
と
紹
介
し
、
核
兵
器
廃

絶

へ
の
願
い
を
訴
え
た
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、

爆
心
地
西
約
１０
♂
の
五
日
市

町

（現
広
島
市
佐
伯
区
）
の

邸
宅
で
行
わ
れ
た
６
番
勝
負

第
２
局
で
、
爆
風
で
窓
ガ
ラ

ス
が
飛
散
す
る
中
で
続
け
ら

れ
た
。
こ
の
対
局
は
橋
本
さ

ん
が
制
し
た
が
、
勝
負
は
翌

年
に
持
ち
越
さ
れ
、
挑
戦
者

の
岩
本
薫
さ
ん
が
本
因
坊
に

就
い
た
。

戦
後
、
橋
本
さ
ん
は
欧
米

や
中
国
で
囲
碁
の
指
導
に
あ

た
り
、
岩
本
さ
ん
も
私
財
を

投
じ
プ
ラ
ジ
ル
に
囲
碁
会
館

を
建
設
。
と
も
に
囲
碁
の
国

際

化

へ
の
尽
力

で
知

ら
れ

る
。一

方
、
菅
野
さ
ん
は
ア
マ

チ

ュ
ア
四
段
で
京
都
大
理
学

部
出
身
。
在
学
中
は
、
核
兵

器
廃
絶
を
目
指
す
科
学
者
の

国
際
会
議

「パ
グ
ウ
オ

ッ
シ

ュ
会
議
」
に
参
加
し
た
故

・

湯
川
秀
樹
さ
ん
に
師
事
し
、

原
爆
展
の
企
画
に
携
わ
る
な

ど
平
和
問
題
に
も
関
心
が
深

か

っ
た
。
宮
本
さ
ん
は
橋
本

さ
ん
の
弟
子
で
、
約
７
年
前

に
大
阪
市
西
区
の
碁
会
所
で

知
り
合

っ
た
ｏ

２
人
は
今
年
７
月
、
同
所

で
囲
碁
愛
好
家
約
１０
人
が
集

っ
て
オ
バ
マ
大
統
領
が

「核

な
き
世
界
」
実
現

へ
の
決
意

を
表
明
し
た
プ
ラ
ハ
演
説
が

話
題
に
上
が

っ
た
際
、

「囲

碁
を
愛
す
る
者
と
し
て
大
統

領
に
平
和

へ
の
思
い
を
伝
え

よ
う
」
と
決
め
、
囲
碁
の
国

際
化
に
努
め
た
２
人
に
よ
る

「原
爆
下
の
対
局
」
を
伝
え

る
こ
と
に
し
た
。

手
紙
は
英
文
で
４
枚
。
奮

野
さ
ん
は

「囲
碁
に
は
原
爆

と
の
因
縁
が
あ
り
、
世
界
平

和
の
使
節
に
な
り
う
る
こ
と

を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
【平
川
哲
也
】

囲
碁
は
平
和
の
グ
ト
ム

０
橋
本
宇
太
郎
さ
ん
＝
１
９
５
１
年
６
月
撮
影
●
岩
本
薫
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９
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２
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撮
影
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